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豊
田
地
域
の
旧
永
田
小
西
分
校
で
４
月
29
日

（
木
）、「
西
分
校
思
い
で
会
の
集
い
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

建
物
が
老
朽
化
し
、
取
り
壊
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
た
め
、
西
組
分
館
な
ど
が
呼
び
か
け
、
当

日
は
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
解
体
後
は
運

動
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
は
大
正
３
年
に
永
田
尋
常
高
等
小
学
校

西
分
教
場
と
し
て
建
て
ら
れ
、
昭
和
56
年
ま
で

使
わ
れ
、
閉
校
後
は
公
民
館
分
館
と
し
て
、
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
あ
わ

せ
る
人
も
多
く
、
子
ど
も
の
頃
を
懐
か
し
み
な

が
ら
、
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

あおぞら
　

今
年
も
ま
た
バ
ラ
ま
つ
り
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
中
野
市
で
は
最
大

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、

平
成
16
年
に
は
バ
ラ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
全
国
の
自
治

体
が
中
野
市
に
集
い
、
バ
ラ
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
し
て
各
市
を
代
表
す
る
バ
ラ

を
植
樹
し
た
一
画
が
年
々
大
き
く
な
り
、
中

で
も
黒
岩
喜
久
雄
先
生
が
育
種
さ
れ
た
当
市

の｢

シ
ッ
ク
ナ
カ
ノ｣

が
特
別
で
す
。
一
見
、

野
バ
ラ
風
で
、
ピ
ン
ク
の
房
咲
き
の
花
が
か

わ
い
い
、
強
健
そ
う
な
株
が
堂
々
と
し
て
い

て
圧
倒
的
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
。

　

花
は
私
達
の
傍
ら
に
あ
り
、
何
も
語
ら
ず

見
る
人
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
見
返
り
を
求

め
る
こ
と
も
な
く
、
見
る
人
に
無
償
の
愛
を

贈
り
続
け
て
く
れ
ま
す
。
バ
ラ
も
そ
の
花
容
、

色
、
香
り
が
す
ば
ら
し
く
、
多
く
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
好
き
の
人
が
あ
こ
が
れ
る
花
の
一
つ

で
、
私
も
大
好
き
で
大
小
20
株
程
植
え
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
の
オ
ー
ナ
ー

の
仲
間
入
り
を
し
、
バ
ラ
ま
つ
り
中
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
除
草
、
花
柄
摘
み
、

剪
定
、
冬
囲
い
等
々
の
作
業
を
管
理
人
の
指

導
の
下
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
見
に
来
て
く
だ
さ
る
人
達
が
、
咲
き
誇

る
バ
ラ
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
満
足
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
微
力
で
す
が
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
Ｅ
・
Ｓ
）
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心の中にいつまでも

～最後の記念に～

成 
人 
式

平
成
二
十
二
年
度

西
分
校
思
い
で
会
の
集
い



２

　
中
野
市
成
人
式
が
５
月
４
日（
み

ど
り
の
日
）、﹁O

U
R  BELO

V
ED

 
N

A
KA

N
O

～
こ
の
繋
が
り
を
い
つ

ま
で
も 

﹂
を
テ
ー
マ
に
市
民
会
館

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
平
成
元
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
５７１
名
（
男
２６０
、
女

３１１
名
）
で
全
員
が
平
成
生
ま
れ
。
そ

の
内
、
４５０
名
（
男
２２１
名
、
女
２２９
人
）

が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
暖
か

な
陽
気
と
な
り
、

会
場
は
再
会
を

喜
び
合
う
華
や

か
な
衣
装
に
身

を
包
ん
だ
新
成

人
の
、
希
望
に

満
ち
た
明
る
い

笑
顔
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新

中
野
市
誕
生
５

周
年
を
記
念
し
、

新
た
に
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
の
紹

介
が
、
新
成
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
部
式
典
、
第
二
部
記
念
行
事

と
も
実
行
委
員
会
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
心
温
ま

る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
４
名
の
代
表
者
が
、
家

族
や
友
人
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
へ
の
感

謝
の
言
葉
や
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
、
新
成

人
と
し
て
の
抱
負
や

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

新
成
人
へ
は
、
市
と

教
育
委
員
会
、
地
域

を
支
え
る
来
賓
か
ら

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
記
念
行
事
は
成
人
を
祝
う
ビ
デ
オ

上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

中
野
市
の
風
景
と
思
い
出
深
い
中
学

校
時
代
の
写
真
と
映
像
、
恩
師
か
ら

の
心
温
ま
る
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
友
人
の
出
演
に
、
新
成
人
か
ら
大

き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
母
校
の
校
歌
メ
ド
レ

ー
や
毎
年
人
気
の
抽
選
会
と
、
会
場

は
懐
か
し
さ
と
感
動
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
式
後
は
市
庁
舎
前
で
、
地
区
別
に

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
希
望
に
満
ち
た
新
成
人
の
晴
れ
や

か
な
姿
か
ら
、
共
に
ふ
る
さ
と
に
生

き
る
喜
び
と
誇
り
を
実
感
し
た
成
人

式
で
し
た
。

実行委員による中野市民憲章の紹介

力強く抱負を述べる代表者

決意を語った４名の代表者の皆さん

友達と一緒に記念撮影

OUR BELOVED NAKANO
～この繋がりをいつまでも～

希
望
の
笑
顔 

未
来
に
輝
く



　
成
人
式
実
行
委
員
会
は
、
各
地
区

か
ら
推
薦
・
自
薦
の
新
成
人
で
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
21
人
が
委

員
と
な
り
、
中
野
市
公
民
館
と
協
力

し
、
一
生
の
思
い
出
に
残
る
式
に
な

る
よ
う
企
画
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
企
画
運
営
に
関
わ
る
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
大
切
な
人
や
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
と
の
繋
が
り
に
気
づ
き
、

テ
ー
マ
を
﹁O
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～
こ
の
繋
が
り
を
い
つ

ま
で
も 

﹂
に
決
め
ま
し
た
。
最
愛

の
ふ
る
さ
と
中
野
市
で
成
人
式
を
迎

え
る
喜
び
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
８
回
会
議
を
行
い
、
心

に
残
り
二
十
歳
の
記
念
に
な
る
式
の

実
現
に
向
け
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
苦
労
も
し
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
、
責
任
あ
る
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
正
副
委
員
長
の
声

岩
本
美
輝  

委
員
長

　
ま
ず
初
め
に
、
実
行
委
員
の
話
を

振
っ
て
く
れ
た
、
お
父
さ
ん
あ
り
が

と
う
。
お
陰
で
素
敵
な
仲
間
と
素
敵

な
成
人
式
を
作
れ
ま
し
た
。
色
々
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
は
楽
し
く
笑
顔

で
終
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

阿
藤
貴
洋  

副
委
員
長

　
人
生
に
一
度
、
数
年
ぶ
り
に
懐
か

し
い
仲
間
と
再
会
し
、
歓
喜
の
輪
が

で
き
る
成
人
式
を
実
行
委
員
と
し
て

運
営
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。

田
中
恭
平  

副
委
員
長

　
実
行
委
員
を
や
っ
て
、
た
い
へ
ん

な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
成
功

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
協
力

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

西
沢
絵
里
奈  

副
委
員
長

　
毎
月
7
時
か
ら
の
会
議
を
思
い
返

す
と
8
回
し
か
な
か
っ
た
事
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

　
少
な
い
時
間
の
中
で
、
実
行
委
員

の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
っ
て
自
分
が

想
像
し
て
た
以
上
の
最
高
の
成
人
式

を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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友人らと談笑を楽しむ新成人

平成22年度特 平成22年度特特 集 成人式

実
行
委
員

　
山
﨑
　
麻
美

　
竹
内
　
結
香

　
水
野
　
翔
太

　
村
松
　
勝
成

　
岩
本
　
美
輝

　
滝
澤
　
和
騎

　
金
子
　
沙
弥
乃

　
山
本
　
恵
未

　
石
澤
　
健

　
小
林
　
諒
平

　
阿
藤
　
貴
洋

　
高
見
澤
　
仁
美

　
樰
澤
　
美
紗
子

　
山
田
　
由
美

　
田
中
　
恭
平

　
佐
藤
　
美
貴

　
小
林
　
徹
也

　
清
水
　
大
樹

　
高
橋
　
誠

　
松
本
　
和
樹

　
西
沢
　
絵
里
奈

　
　
　（
順
不
同
）

再会の喜びで華やぐ受付

今
年
も
盛
り
上
が
っ
た
記
念
行
事

の
抽
選
会

心
に
残
る
式
を
実
現

成
人
式
実
行
委
員
会



　
田
麦
は
﹁
お
絵
図
﹂
と
呼
ぶ
古
文

書
を
極
め
て
大
事
に
し
て
い
る
。
村

役
は
毎
年
の
虫
干
に
あ
わ
せ
て
、
区

民
に
み
て
も
ら
い
、
お
絵
図
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

　
田
麦
用
水
は
笹
川
の
末
流
を

夜
間
瀬
川
の
左
岸
か
ら
取
り
入
れ
、

金
井
の
北
辺
を
西
流
さ
せ
て
、
田
麦

へ
導
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
古
来
よ

り
両
村
の
水
争
い
は
絶
え
な
か
っ
た
。

当
時
の
両
者
の
間
で
は
容
易
に
収
ま

ら
ず
、
つ
い
に
幕
府
評
定
所
（
最
高

裁
判
所
）
の
裁
決
に
よ
り
よ
う
や
く

終
焉
し
た
の
で
あ
っ
た
。
元
禄
８
年

（
１
６
９
５
年
）
11
月
６
日
評
定
所

は
﹁
田
麦
用
水
を
一
切
金
井
村
へ
引

く
べ
か
ら
ず
﹂
と
い
う
主
旨
の
裁
許

状
（
判
決
書
）
を
下
げ
渡
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
裁
許
状
の
表
側
に
は

田
麦
用
水
路
の
絵
図
、
裏
に
は
裁
許

状
全
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
田
麦
で

は
こ
れ
を
﹁
お
絵
図
﹂
と
呼
ん
で
大

切
に
し
て
る
。

　
ち
な
み
に
田
麦
堰
は
金
井
の
村
下

で
金
井
堰
と
交
差
し
て
い
る
。
下
側

は
田
麦
堰
、
上
側
は
金
井
堰
で
セ
メ

ン
ト
製
の
た
め
、
漏
水
・
盗
水
の
お

そ
れ
は
な
い
。
田
麦
に
入
っ
た
水
は

田
用
水
・
日
常
生
活
用
水
と
な

る
。
そ
し
て
田
麦
を
流
下
し
た

水
は
、
厚
貝
・
壁
田
地
籍
を
通

り
、
古
牧
よ
り
千
曲
川
へ
流
入
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
田

麦
堰
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
と
何
等
か

の
か
か
わ
り
を
持
ち
つ
つ
流
れ
て
い

る
こ
と
を
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
田
中
　
毅
）

　
田
麦
分
館
は
、
長
嶺
丘
陵
の
東
側

に
細
長
く
連
な
る
百
三
十
戸
余
り

の
区
民
で
構
成
し
た
地
区

で
す
。
分
館
員
は
、
館
長
、

主
事
、
教
養
部
、
体
育
部
、

婦
人
部
、
分
館
員
合
わ
せ

て
14
名
で
す
。

　
年
間
行
事
は
、
５
月
に

区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
講
演
会
、

６
月
に
日
帰
り
バ
ス
旅
行

（
本
年
度
は
山
梨
方
面
予

定
）
、
７
月
は
球
技
大
会
・
シ
ョ
ン

シ
ョ
ン
ま
つ
り
参
加
、
８
月
は
盆
踊

り
大
会
（
ビ
ン
ゴ
、
カ
キ
氷
、
焼
き

そ
ば
な
ど
）
、
９
月
は
敬
老
会
、
10

月
は
人
権
教
育
懇
談
会
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
５
月
の
区
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
向
け
て
、

５
月
９
日
に
役
員
全
員
で
コ
ー
チ
を

お
呼
び
し
て
ル
ー
ル
等
を
教
わ
り
ま

し
た
。
や
る
前
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
バ
カ
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
澄
み

き
っ
た
緑
の
中
で
や
り
始
め
る
と
、

面
白
く
て
、
夢
中
に
な
っ
て
、
コ
ー

ス
を
回
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

本
番
が
楽
し
み
で
す
。

　
ま
だ
、
事
業
な
ど
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
分
館
役
員
み
ん
な
で
、

楽
し
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
が
楽
し
く

参
加
で
き
る
公
民
館
事
業
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
教
養
部
長
　
高
橋 

正
）

田 麦 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

田
麦
の
お
絵
図

分館役員の皆さん

４

平田オリザ 先生 演題 平田オリザさんの
　　ワークショップ・講演会
「コミュニケーションとは、空気を読むことではなく、自分
と相手との差異を明らかにして、それをすり合わせること」

撮影：(c)T.Aoki

●日時 平成22年７月３日㊏
午後１時30分から午後４時30分まで

●場所中野市中央公民館３階講堂
講師略歴
劇作家、演出家
大阪大学教授
内閣官房参与 お問い合せ 中央・北部・西部・豊田公民館

《入場無料》

なかの21市民講座開催
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
央
公
民
館

講座名等 日　時 場所 講　師 備　　　考
ふるさとのホタルを
　　　　 楽しむ会
 ＜内容＞ホタルの生態を
 観察し、環境について考
 えていただく機会です。

６月30日(水)
※雨天　７月１日(木)
午後７時30分～9時頃

金井せぎ
周辺の予定
※集合場所
長元坊団地
遊園地

中野ホタルの会

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＜持ち物＞懐中電灯 ( ホタル
を驚かせないよう赤色灯又は
赤色セロハン付き )、雨具

国際交流の集い
　　実行委員募集

第１回実行委員会
６月14日(月)
午後6時～
＊実行委員を希望する
方はお集まりください。

中央公民館
講堂

＜内容＞外国出身の方々と親
睦を深める ｢国際交流の集い」
を開催します。ぜひ、実行委
員として、企画・運営に参加
してみませんか。

ミュージカルを
　　　 楽しもう！
＜内容＞ミュージカルを題材
としたワークショップ形式の

「子ども音楽講座」です。

７月11日(日)
８月８日(日)・９日(月)
　　28日(土)・29日(日)
９月５日(日)
全６回

豊田文化
　センター
ホール

嶋﨑裕美 先生
　　　　　他

＜受講料＞無料
＜対象＞小学４年生以上、中
学生、高校１年生までの全６
回参加できる方(定員30名）
＜申し込み期限＞6月11日(金)

語り芝居
 ｢ぼっこの会」公演

７月４日(日)
午後1時50分
～３時30分　　　　　

豊田文化
　センター
ホール

＜内容＞大人も子ども楽しめ
る語り芝居です。入場は、無
料ですが、整理券が必要です。

　　公民館ギャラリー　 フォトサクラの 写　真　展　(６月30日まで）

北
部
公
民
館

バラを楽しむ
　～親子でバラを
　育てましょう～

６月26日（土）
午前10時～正午

一本木公園
野外ステージ 畔上二三男先生

＜対象＞親子20組
＜受講料＞無料
＜材料費＞200円
＜申し込み期限＞6月21日(月)

北部歴史めぐり

第１回　６月30日(水)
午後１時30分～
　　　　午後3時30分
全５回毎月１回
（11月まで）

北部地域の
史跡

（ 北 部 公 民
館集合・現
地まで送迎）

徳永 泰男先生
湯本 達保先生
上原左之治先生
　　　　　 他

＜定員＞15名
＜参加費＞無料　
＜申し込み期限＞6月15日(火)

豊
田
公
民
館

川柳教室
７月26日・８月30日
９月27日
全３回　毎回月曜日
午後７時30分～９時

豊田公民館 石田一郎 先生
＜定員＞20名
＜内容＞
川柳の歴史から作品発表まで

古文書教室

６月25日・７月23日
８月27日・９月24日
10月22日・11月26日
全６回　毎回金曜日
午後７時30分～９時30分

豊田公民館 舘林弘毅 先生
＜定員＞20名
＜内容＞
豊田地域替佐地区の古文書を
中心に講習します。

　

作品募集：市民作品展 参加者募集：市民登山教室
　個人・グループで制作された作品を募集しております。
奮ってご応募ください。
展示期間　７月17日（土）～19日（月）
　　　　　午前９時～午後６時　※19日は午後５時まで
展示部門　絵画・書・写真 他各種作品　１人３点まで
備　　考　展示は出品される方で行っていただきます
＜搬入・展示＞　７月16日（金）午後３時～
＜搬　　　出＞　７月19日（月）午後５時～
申 込 み　６月21日（月）から中央公民館へ

　登山を通じ、健康や自然環境について考
えてみませんか。
日　時　８月７日（土）～８月8日（日）
目的地　木曾御嶽山
定　員　35名　　
参加費　20,000円
申込み・問合せ
　６月14日（月）から
　中央公民館へ
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所

季節のコラム

　
入
　
梅

　
暑
い
夏
を
迎
え
る
前
の
梅
雨
入
り
…

　
梅
雨
に
な
る
と
湿
度
が
高
く
カ
ビ
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
夏
に
向
っ
て
気
温
は
上
が
り
、
雨
に

よ
っ
て
湿
度
が
高
く
な
る
た
め
、
食
べ
物

が
傷
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

食
品
は
な
る
べ
く
火
を
通
す
よ
う
に
し
、

生
食
に
気
を
つ
け
、
手
を
良
く
洗
い
ま

し
ょ
う
。

　
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

身
の
回
り
の
清
潔
や
、
食
品
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
な
注
意
を
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

上今井橋のパンジー／上今井橋（小）

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。
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宛　先

リンゴと妙高／若宮（月岡尚雄）

癒しの二輪草／箱山（小林）

菜の花と鯉のぼり／北永江（団長）


